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続
い
て
、
4
人
の
委
員
か
ら
陳

情
書
へ
の
反
対
討
論
と
賛
成
討
論

が
2
件
ず
つ
行
わ
れ
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
少
数
を
も
っ
て
本
会
議

に
お
い
て
不
採
択
と
す
べ
き
も
の

と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
期
最
終
日
の
本
会

議
に
お
い
て
も
、
委
員
会
同
様
に

陳
情
書
へ
の
反
対
討
論
と
賛
成
討

論
が
2
件
ず
つ
行
わ
れ
、
採
決
の

結
果
、
賛
成
少
数
を
も
っ
て
不
採

択
と
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
本
陳
情
に
賛
成
し
た
日

本
共
産
党
・
民
主
党
・
無
所
属
、

反
対
し
た
新
生
会
・
公
明
党
の
主

な
主
張
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

詳
細
は
「
蕨
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
の
「
録
画
放
映
」
及
び
「
会

議
録
の
閲
覧
」
か
ら
ご
覧
く
だ
さ

い
。

９
月
定
例
会
は
、
８
月
31
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
31
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
に
は
陳
情
が

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
ほ
か
、
市
長
よ
り

市
政
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
決
算
常
任
委
員
会
で
は
平
成
26
年
度
決

算
認
定
９
件
の
審
査
を
行
い
、
総
務
常
任
委
員
会
で

は
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
陳
情
の
審
査
に
お
い

て
陳
情
者
に
よ
る
意
見
陳
述
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
総
合
戦
略
や
災
害
対
策
、

子
育
て
支
援
、
生
活
保
護
問
題
等
の
重
要
課
題
を
16

人
の
議
員
が
取
り
上
げ
、
執
行
部
の
見
解
を
問
い
ま

し
た
。

最
終
日
に
は
陳
情
１
件
を
不
採
択
と
し
た
ほ
か
、

市
長
提
出
議
案
・
決
算
認
定
を
全
て
原
案
の
と
お
り

可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
委
員
会
が
閉
会
中
に
調
査
活
動
を
行
う

た
め
の「
閉
会
中
の
継
続
審
査
事
項
の
委
員
会
付
託
」

と
、
第
77
回
全
国
都
市
問
題
会
議
へ
の
「
議
員
派
遣
」

を
議
決
し
、
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

会
議
員
選
挙
を
実
施
し
た
後
に
閉
会
し
ま
し
た
。

本
市
議
会
で
は
、
本
年
6
月
議

会
で
制
定
さ
れ
た
蕨
市
議
会
基
本

条
例
第
6
条
第
4
項
の
規
定
（
議

会
は
請
願
・
陳
情
の
審
査
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ら
提
案
者
の
意
見
を

聴
く
機
会
を
原
則
設
け
る
も
の
と

す
る
）
に
よ
り
、
審
議
対
象
と
し

た
請
願
・
陳
情
の
提
案
者
が
希
望

す
る
場
合
に
、
当
該
請
願
・
陳
情

の
審
査
を
行
う
委
員
会
で
意
見
陳

述
を
行
う
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。

9
月
定
例
会
で
は「『
平
和
安
全

法
制
』
法
案
の
廃
案
・
撤
回
を
求

め
る
意
見
書
」
を
国
に
提
出
す
る

こ
と
を
求
め
る
陳
情
書
が
審
議
対

象
と
な
り
、
陳
情
者
が
意
見
陳
述

を
希
望
し
た
こ
と
か
ら
、
本
市
議

会
で
初
め
て
請
願
・
陳
情
の
提
出

者
に
よ
る
意
見
陳
述
と
、
委
員
か

ら
の
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

¡本法案は抑止力を強化して戦争
を未然に防ぎ、我が国の平和と
繁栄を守ると共に、国際社会に
貢献するためのものである。

¡我が国を取り巻く国際環境や脅
威から国民の生命・自由・幸福
追求の権利を守るため、隙間の
ない安全保障体制を整備する必
要がある。

¡外交努力で防げるものは徹底し
て防ぐと共に、万が一にも備え
対応できるようにするための法
案である。

¡日米安全保障体制をより強固に
し、国際社会の平和と安定に資
するとして、同盟国や友好国か
らも歓迎されている。

反対11人
（新生会・公明党）

¡多くの専門家が指摘するように、
本法案は武力行使を禁じた憲法
第９条に反している。

¡多くの国民が「審議不十分」や
本法案への「反対」を訴え、反
対世論とその運動が大きく広が
っている。

¡自衛隊内部文書で示された自衛
隊の暴走ともいえる重大事実が
隠されたままになっている。

¡結果的に集団的自衛権行使は軍
事同盟に等しく、軍拡の加速に
より借金に拍車がかかり、経済
的に立ちいかなくなる。

¡住民の声を国政に届け、暴走に
ストップをかけるのが地方議会
の役割である。

賛成６人
（共産党・民主党・無所属）
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10
月
8
・
9
日
の
2
日
間
に
わ

た
り
、
全
国
各
地
よ
り
市
長
・
市

議
会
議
員
・
市
職
員
等
が
参
加
し
、

都
市
の
抱
え
る
問
題
や
今
後
の
地

方
自
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論

す
る
「
第
77
回
全
国
都
市
問
題
会

議
」
が
長
野
市
で
開
催
さ
れ
、
本

市
議
会
か
ら
は
5
名
の
議
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
都
市
の
魅
力
づ
く
り

と
交
流
・
定
住
　
〜
人
口
減
少
社

会
に
立
ち
向
か
う
　
連
携
の
地
域

活
性
化
戦
略
〜
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、「
交
流
・
定
住
を
促
す

都
市
の
魅
力
」、「
人
口
減
少
社
会

に
お
け
る
都
市
の
あ
り
方
」、「
自

治
体
間
の
連
携
、
住
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性

化
」
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

1
日
目
は
人
口
減
少
社
会
の
中

で
近
隣
市
町
村
が
連
携
し
て
圏
域

内
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る

「
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
」
の
実

現
に
取
り
組
む
加
藤
久
雄
長
野
市

長
か
ら
、
長
野
市
に
お
け
る
定
住

人
口
の
増
加
・
交
流
人
口
の
増

加
・
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
の
施
策
の
内
容
、
長
野
市
内

の
都
市
部
と
中
山
間
地
の
交
流
に

よ
る
地
域
連
携
、
子
育
て
支
援
と

結
婚
支
援
の
推
進
等
の
市
政
に
関

す
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
清
水
愼
一
観
光
地
域
づ

く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
推
進
機

構
会
長
か
ら
は
観
光
を
切
り
口
に

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
や
、

観
光
地
づ
く
り
・
観
光
施
設
づ
く

り
・
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
限

界
、
地
域
の
雰
囲
気
を
楽
し
む
滞

在
交
流
型
観
光
、
観
光
地
域
づ
く

り
に
よ
る
都
市
の
魅
力
づ
く
り
と

交
流
・
定
住
の
促
進
に
つ
い
て
の

提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
豊
田
市
に
お
け
る

地
域
自
治
シ
ス
テ
ム
や
お
い
で

ん
・
さ
ん
そ
ん
シ
ス
テ
ム
、
市
民

発
！
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
展
事
業
の

取
り
組
み
、
自
立
と
つ
な
が
り
に

よ
る
地
域
課
題
の
解
決
、
伝
統
文

化
の
伝
承
・
継
承
に
よ
る
事
業
の

展
開
や
地
域
活
性
化
事
例
等
の
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

2
日
目
は
辻
琢
也
一
橋
大
学
副

学
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
基
づ
い

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

市
長
や
大
学
教
授
等
の
5
人
の

パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

的
視
点
か
ら
、
人
口
密
度
・
規
模

の
低
下
に
よ
る
行
政
コ
ス
ト
の
増

加
、
医
療
・
福
祉
分
野
の
市
場
拡

大
、
将
来
的
な
住
宅
需
要
の
減
少
、

長
寿
社
会
で
の
幸
せ
感
の
構
築
、

官
民
連
携
の
あ
り
方
、
人
口
減
少

社
会
に
お
け
る
取
捨
選
択
の
必
要

性
等
に
つ
い
て
持
論
を
展
開
し
て

議
論
を
深
め
ま
し
た
。

議

員

派

遣

報

告

第
77
回
　
全
国
都
市
問
題
会
議

都
市
の
魅
力
づ
く
り
と
交
流
・
定
住

〜
人
口
減
少
社
会
に
立
ち
向
か
う
　
連
携
の
地
域
活
性
化
戦
略
〜

平
成
26
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算

常
任
委
員
会
で
3
日
間
の
審
査
を
行
っ
た

後
に
、
本
会
議
で
一
般
・
特
別
・
企
業
会

計
決
算
9
件
を
全
て
認
定
し
ま
し
た
。

決
算
常
任
委
員
会
で
最
も
審
査
時
間
を

要
す
る
一
般
会
計
（
歳
出
）
で
の
審
査
項

目
の
一
部
を
次
の
と
お
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

例
年
同
様
に
教
育
費
・
民
生
費
・
総
務

費
・
土
木
費
・
衛
生
費
・
消
防
費
を
中
心

に
審
査
が
行
わ
れ
、
特
に
教
育
費
の
学
校

教
育
・
社
会
教
育
、
民
生
費
の
障
害
者
福

祉
・
高
齢
者
福
祉
・
児
童
福
祉
等
の
分
野

に
関
す
る
質
疑
応
答
に
多
く
の
時
間
を
費

や
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
で
は
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
に
お
い
て
特
定
健
診
の
受
診
率

や
受
診
勧
奨
通
知
の
内
容
・
効
果
に
つ
い

て
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
お
い

て
北
町
1
丁
目
雨
水
調
整
池
整
備
に
関
わ

る
事
後
調
査
結
果
や
錦
町
雨
水
管
渠
整
備

事
業
に
つ
い
て
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に

お
い
て
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
生

活
援
助
員
派
遣
委
託
事
業
等
に
つ
い
て
の

質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
企
業
会
計
で
は
病
院
事
業
会

計
・
水
道
事
業
会
計
に
お
い
て
、
地
方
公

営
企
業
会
計
制
度
の
改
正
に
よ
る
影
響
等

に
つ
い
て
の
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

〈主な審査項目〉
障害児就学支援委員会での協議内容、林間学校
事業への参加率と保護者負担、教育情報化推進
事業の内容、就学援助率の推移、青少年海外交
流事業の内容、図書館のサービス向上、等々

〈主な審査項目〉
福祉タクシー・福祉自動車燃料給付費の利用実
績、福祉入浴サービス事業の内容、ひとり親家
庭自立支援給付費受給者の就職状況、生活保護
自立支援事業の内容、等々

〈主な審査項目〉
健康診査とがん検診の受診率向上への取り組み、
粗大ごみの不法投棄への対応、河川水質調査の
調査結果、等々

〈主な審査項目〉
共同住宅等耐震診断事業の結果報告、老朽空き
家に関する相談状況、路面性状調査の内容、上戸
田川整備事業の内容、等々

教
育
費

民
生
費

衛
生
費

土
木
費

工事工事中工事中

〈主な審査項目〉
女性消防団員の増員状況、消防車両の耐用年数、
人員・車両・資機材の充足状況、台風による道
路冠水状況、等々

消
防
費

〈主な審査項目〉
女性の心と生き方相談事業の内容、コミュニテ
ィバスの利用状況、交通事故多発地区整備工事
の内容、市税等収納員の収納実績、等々

総
務
費

平成26年度一般・特別・企業会計決算を全て認定




